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本日の説明会の目的

1. 「統合報告書2024」のポイント解説を通じて、
MSV（株主価値最大化）実現に向けた戦略的な
取り組みをご理解いただく

2. 当社独自の経営モデルや競争優位性、経営戦略、
サステナビリティ、事業環境などを巡って、皆様との
対話を行い、今後の経営やIRに役立てる

3. 上記を通じて「PERの最大化」につなげるとともに、
「統合報告書2025」企画・制作の糸口とする
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編集方針・制作プロセス

1. 「アセット・アセンブラー」として3年目を迎えるに
当たり、そのプラットフォームの優位性を生かし、
短期・長期的に「EPSの最大化」を追求していく
当社の姿を、ロジカルかつ合理的なストーリーと
して伝える

2. MSVを支える「人的資本」の重要性や優位性に
ついて、さまざまな切り口から説明

3. 資本市場からの注目度が高い「株価を意識した
経営」や「「PERの最大化」に向けた考え方」
「ROICに対する考え方」「大株主との関係と少数
株主利益の保護」などについて、これまでよりも
踏み込んで具体的に解説

編集方針

→ 統合報告書 P9-10
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主な改善ポイント

① 2024年4月に公表した「中期経営方針」に基づき、前中期経営計画（2021-2023年度）の振り返りや、

「EPSの積み上げ」に向けた考え方を解説

② 「アセット・アセンブラー」の競争優位性をオーガニック・インオーガニックの両面から分かりやすく提示

③ 「PERの最大化」に向けた考え方を明示

④ 「資本効率の考え方」「株価を意識した経営」についてのさらなる説明の提示

⑤ 「サステナビリティとEPS・PERの結び付き」が分かる見せ方や事例を提示

⑥ ユニークな経営モデルや事業戦略のベースとなる「当社人材」の優位性を提示

⑦ 「Scope3」を巡ってバウンダリーを拡大しながらさらなる説明を提示

⑧ NIPSEA中国やインドネシア、日本グループなど、個別アセットのフォローアップを提示

⑨ 「中国銘柄の事業会社」と見られないような構成・切り口を提示

⑩ 多くの投資家に効率的に見てもらうための「コンサイス（簡潔・簡明）化」を実施

⑪ 「ウェブサイト」「インベスターブック」を活用した情報のすみ分けを図り、統合報告書を補完する具体事例や

基礎情報を拡充

従来から踏み込んだ解説や具体的事例を多数記載
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「コンサイス化」の主なポイント

2023年度版 2024年度版

形式 縦型 横型

ページ数 136 100

新規追加
コンテンツ

• 「株価」を意識した経営
• 当社業績に対する中国マクロデータの影響
• M&Aの成功例（DuluxGroup）
• 変革を受け入れ、働き方を見直す（日本グループ）
• インデックスへの組み入れ状況・外部評価
• 主要非財務データ

• アセット・ポートフォリオ
• 「MSV」を支える人材
• 「自律・分散型経営」を支えるプラットフォーム
• Betek Boyaに見る、当社プラットフォームを活用したグループ連携事例
• 「PERの最大化」に向けた考え方
• 中期経営方針（2024年4月公表）
• インドネシア事業戦略
• 組織の壁や枠を乗り越え、グループ一体で収益性改善を目指す日本グループ

ウェブサイトに
移管した

主なコンテンツ

-

• 11年間の主要財務データ・セグメント別データ
• 主要非財務データ
• サステナビリティ関連：EPS拡大に向けたアプローチ、事例詳細
• ガバナンス関連：ガバナンス改革の歴史、取締役会の議題・成長戦略議論の変遷、

「独立社外取締役会議」の開催、「取締役会事務局」機能の高度化、政策保有株式の方針

その他 - • 「アセット運用報告」を別冊化
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（ご参考）情報開示体系

ウェブサイト

当社グループを深く理解する上で必要な

情報・データや各地域・市場での事例などで

詳細かつ網羅的に構成

インベスターブック

当社グループを初めてリサーチするに当たって

有用な基礎的な情報・データで構成

統合報告書

当社グループを

ハイレベルで理解するための

基本的な考え方、方針、

戦略ストーリーで構成

アセット運用報告株主・投資家情報(IR) サステナビリティ

→ 統合報告書 P10
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（ご参考）ウェブサイトにおける主な掲載事例（2023年12月～）

タイトル URL

日本グループのDX戦略 https://www.nipponpaint-holdings.com/ir/library/annual_report2024/dx/

☆MSV実現に向けた人材開発（J-LFG Awards 2023受賞者の声） https://www.nipponpaint-holdings.com/ir/library/annual_report2023/j-lfg/#2023

MSV実現に不可欠な人材開発 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/hrmanagement/#anchor02

従業員満足度の向上により期待できる効果 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/hrmanagement/#anchor03

サステナブル製品事例 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/innovation/example/#innovation03

☆化学物質管理（取り組み事例） https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/innovation/chemical/#chemical03

社会貢献活動の重点分野と活動例 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/community/#contents02

DuluxGroupの気候変動に関する取り組み事例 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231205/

NIPSEAグループのバイオベース樹脂 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/initiative_20240223/

NIPSEAグループ2022年の「コミュニティと共に成長」関連活動 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231226/

日本グループにおけるMSV実現のための人的資本の考え方 https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231207-2/

取締役会の実効性に関する分析・評価（過去分） https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/board/analysis_01/#analysis00

☆「独立社外取締役会議」の開催（2023年度の議題） https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/board/roll/#title02

内部通報制度（2023年度の内部通報実績） https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/risk/#internal

☆独立社外取締役の視点（中村昌義独立社外取締役、
原壽独立社外取締役、ピーター・M・カービー独立社外取締役）

https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/directors/

https://www.nipponpaint-holdings.com/ir/library/annual_report2024/dx/
https://www.nipponpaint-holdings.com/ir/library/annual_report2023/j-lfg/#2023
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/hrmanagement/#anchor02
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/hrmanagement/#anchor03
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/innovation/example/#innovation03
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/innovation/chemical/#chemical03
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/social/community/#contents02
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231205/
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/initiative_20240223/
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231226/
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/articles/20231207-2/
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/board/analysis_01/#analysis00
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/board/roll/#title02
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/risk/#internal
https://www.nipponpaint-holdings.com/sustainability/governance/directors/
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全体構成

MSV実現に向けた道筋を示す「MSVロジック・ツリー」に即して、

具体的な戦略や取り組みを統合報告書全体を使って解説

→ 統合報告書 P3-4
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（ご参考）統合報告書の進化

ステージ 前ステージ
基礎構築（塗料メーカー）

ステージ
独自性追求（「アセット・アセンブラー」モデル）

ステージ
年度 ～2019年 2020年～2021年 2022年～2023年 2024年

デザイン
コンセプト

特になし
グローバル塗料メーカーを表現
（カラフル、塗料感、事業色）

事業会社の枠組みを超えたグローバル企業を表現
（知的、洗練、上品、余白）

強化
ポイント

• 従来のCSRレポートに決算
関連や中計関連ページを
追加

• 価値創造モデルの作成
• 国内限定のマテリアリティ、

CSR目標

• 塗料の社会的役割、社会課題の解決を
意識したコンテンツを作成

• グローバルベースのマテリアリティを作成
• 投資家の注目コンテンツ

（中国事業、ガバナンス）

• MSV実現に至るロジック・ツリーやフォーミュラー
• 経営モデルや競争優位性の解説
• MSVとサステナビリティのコネクティビティ
• 投資家からの要望をもとにしたコンテンツ作成

（中国特集、M&A特集、日本事業の収益性改善、
人的資本など）

• MSVを支える「人的資本」の重要性や優位性を
さまざまな切り口から説明

• 資本市場からの注目度が高いテーマについて深堀り
解説（「株価を意識した経営」「「PERの最大化」に向け
た考え方」「ROICに対する考え方」「大株主との関係と
少数株主利益の保護」など）

主な
コンテンツ
追加例

• 価値創造モデル
• ESG経営ページ

• グローバル・ビジネス・レビュー（各社の
SWOT、トップメッセージ、戦略方針）

• 大株主とのパートナーシップ
• ガバナンス対談、取締役会の議論、

3委員会報告

• MSVロジック・ツリー
• 経営モデルの競争優位性、中長期経営戦略、

アセット運用報告
• M&A特集、日本事業の収益性改善

• 「MSV」を支える人材
• 「自律・分散型経営」を支えるプラットフォーム
• 「PERの最大化」に向けた考え方
• インドネシア事業戦略

ページ数 36～52 100～130 132～136 100

外部評価 -
• GPIFの国内株式運用機関が選ぶ「優れ

た統合報告書」「改善度の高い統合報
告書」

• GPIFの国内株式運用機関が選ぶ「優れた統合報告書」
「改善度の高い統合報告書」

• 日興リサーチセンター「Integrated Report Award」
ベストプラクティス賞

• 英国IR協会 「Best Practice Awards」
Shortlist（Large Cap）

• 第3回日経統合報告書アワード「グランプリG賞」

-
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共同社長メッセージの構成

当社プラットフォームが持つ

潜在成長力を引き出し、

株主価値の創造を上限なく追求

「アセット・アセンブラー」モデル

の実践を通じた「持続的なEPS

積み上げ」に向けて

取締役 代表執行役共同社長

ウィー・シューキム
取締役 代表執行役共同社長

若月 雄一郎

EPSの最大化 × PERの最大化

MSVを追求する共同社長体制のもと、
それぞれの役割に基づくメッセージを発信

→ 統合報告書 P8/P11/P15
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若月共同社長メッセージ

当社プラットフォームが持つ潜在成長力を引き出し、
株主価値の創造を上限なく追求

1. 堅実なアセットを積み上げ、アセットの潜在力を最大限に引き出す

2. 「アセット・アセンブラー」モデルに見る「慎重な経営姿勢とリスク回避志向」

3. 3年という枠にとらわれず、長期視点でノーリミットにMSVを追求

4. 「EPSコンパウンダー」として、資本市場からの認知や期待値を向上

5. 最高クラスの人材に活躍を促す「自律・分散型経営」

6. 「自律・分散型経営」の優位性を生かしたサステナビリティを推進

7. プラットフォームの潜在成長力を引き出し、株主価値の創造を上限なく追求

メッセージのポイント

→ 統合報告書 P11
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若月共同社長が語る財務戦略

1. 連結ROIC実績

2. ROICに対する考え方

-⓵資本効率の高い会社を買収できているのか？

-⓶株式投資家へのリターンはどう考えるのか？

還元強化によるリターン向上の考えはないのか？

→ 統合報告書 P44
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ウィー共同社長メッセージ

「アセット・アセンブラー」モデルの実践を通じた
「持続的なEPS積み上げ」に向けて

1. 「アセット・アセンブラー」モデルの実践を通じた成長機会の確保

2. 自律性の追求を通じたグループ連携による相互価値の創造

3. サステナビリティの鍵～人材、能力、組織の敏捷性

4. 技術革新を通じた価値創造

5. 規律あるキャッシュ・マネジメント

6. 約束の一貫した履行を通じた「信頼」の獲得

メッセージのポイント

→ 統合報告書 P15
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ウィー共同社長に聞く「アセット戦略」

14

1. NIPSEAグループ：逆風を振り越え、成長機会を模索

2. 日本グループ：組織改革と機能統合による「収益プラットフォーム」の強化

3. 自動車用事業：顧客中心主義でグローバルな協力体制を育む

→ 統合報告書 P48
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「アセット・アセンブラー」モデル

「アセット・アセンブラー」モデルの概要や競争優位性について、
オーガニック、インオーガニックの両面から解説

→ 統合報告書 P20/P21
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「自律・分散型経営」を支えるプラットフォーム

「自律・分散型経営」を支えるプラットフォームや、

プラットフォームを活用したグループ連携事例についても解説

→ 統合報告書 P23
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株価を意識した経営

EPSの成長に反して株価は下落している現状に鑑み、マクロ動向・業種・個社それぞれの視点

から要因分析するとともに、当社分析を踏まえた今後の方向性を明示

→ 統合報告書 P27
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「PERの最大化」に向けた考え方

「PERの最大化」に向けた考え方を示すととともに、

3ステップに分けて具体的な取り組みを提示

→ 統合報告書 P29
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アセット別戦略⓵

インドネシア事業戦略 中国事業戦略

足元の事業環境分析を踏まえ、成長ドライバー（ブランド力、販売チャネル、人材）を

活用した戦略や具体的な取り組みについて解説

→ 統合報告書 P51/P54
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アセット別戦略⓶

当社業績と中国経済のマクロデータの動向との差異について、
4つのポイントからそれぞれ解説

→ 統合報告書 P57
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アセット別戦略⓷

「持続的なEPSの積み上げ」に向けて、各パートナー会社のシニアマネジメントの
リーダーシップのもとで進める組織の壁や枠を越えた協調や連携プロジェクトを紹介

→ 統合報告書 P59
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サステナビリティ戦略

✓ MSV（EPS・PERの最大化）とサステナビリ

ティのつながりを図示しながら丁寧に解説

✓ 両共同社長メッセージにおいて、「自律・

分散型経営」の優位性を生かしたサステ

ナビリティや、技術革新を通じた価値創造

などについて言及・コミットメント

✓ サステナビリティの各分野についてTCFD

提言の4項目に沿って簡潔に報告。EPS

拡大に向けたアプローチや事例詳細は

ウェブサイトに展開

主な改善ポイント

→ 統合報告書 P4/P31
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人的資本

「MSV」を支える人材の位置付けを冒頭で明示した上で、人材戦略ページや
アセット別戦略（インドネシア・中国）ページにおいて人材の優位性や取り組み、指標などについて解説

「MSV」を支える人材 人材戦略 アセット別戦略

（インドネシア・中国）

→ 統合報告書 P7/P65
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環境戦略/研究開発戦略

✓ TCFD提言を強く意識し、ガバナンス、戦略、
リスク管理、指標及び目標を報告

✓ 気候変動シナリオ分析を整理・明確化

✓ 中国を含むNIPSEAグループの主要地域を追加し、
Scope3の集計範囲を拡大

✓ パートナー会社間の技術を統合したコーティング製品を
顧客の環境配慮型製品（EV）へ提供することで、環境
に貢献している実例を掲載

✓ グローバル研究開発分野におけるパートナー会社間の
共同作業LSIを通じて、組織全体の専門知識と資産を
MSV実現に向けて最適化することをより詳細に説明

主な改善ポイント

→ 統合報告書 P62/P64/P68
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コーポレート・ガバナンス

大株主とMSVを共有しながら、
少数株主利益の保護を徹底

独立社外取締役主導による
取締役会実効性の向上

形式主義にとらわれず、
実質を重視したサクセッションプラン

MSV の実現を真にサポートする報酬設計

加速するグローバル化に対応した監査体制

1

2

3

4

5

当社ガバナンスの5つの特長

「大株主との関係と少数株主利益の保護」を柱としつつ、当社ガバナンスの優位性を解説

→ 統合報告書 P75
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取締役会の議論

「インド事業」のウットラムグループからの買い戻しを巡って、
取締役会などでの各取締役からの意見を紹介

→ 統合報告書 P77
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委員会報告

✓ 各委員長から、投資家の主たる関心事項を踏まえたメッセージを発信

✓ ガバナンス報告書などでは伝えきれていない、各委員会の概要や役割、1年間の主な活動なども紹介

✓ 各委員会の基本的な考え方や注力ポイントを解説
【指名】取締役の経験・スキル、取締役会の構成に関する考え方、将来の経営人材の発掘・成長環境の整備、代表執行役候補者の指名に関する考え方

【報酬】役員報酬の決定方針、代表執行役共同社長の評価と報酬

【監査】監査委員会・監査部による内部統制システムのモニタリング、監査部によるグループ内監査の実効性向上

→ 統合報告書 P81/P83/P85
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ガバナンス対談

大株主・取締役会長（ゴー・ハップジン）と
取締役会議長（中村昌義）によるガバナンス対談を初企画

✓ ガバナンス改革を振り返って

✓ 新しいガバナンス体制の中での

会長としての役割

✓ 今後のMSV追求に向けて

✓ 対談を振り返って

真にMSVを追求するコーポレート・
ガバナンスに向けて

→ 統合報告書 P87
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リスクマネジメント

各PCGが自律的に運営する内部統制システムを基本とするリスクマネジメントを実践

2023年度のリスク上位項目

リスクマネジメント・プロセス

グループ運営体制の骨子

→ 統合報告書 P91


